
C 石原学・熊谷学 

第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

大和田 雅史 

１ 単元名  

我がふるさと熊谷の良さを伝えよう。～伸びる・磨く・誇る～ 

２ 本単元のねらい 

  熊谷の歴史、文化に触れ、地域と人と触れ合う活動により、「ふるさと」熊谷愛の醸成を図る。 

３ 本単元の教材観と指導観 

  本単元は、ふるさとである熊谷の歴史や文化を調べたり、実際に見学したりする活動を通して、より熊谷を

身近なものに感じることができる単元である。児童が自ら興味をもった施設や場所をタブレットを活用して調

べることで、ふるさとの歴史や誇れるものへの知識を高めることができるようにする。また、調べた内容をグ

ループで共有することでもっとふるさとについて知りたい気持ちを高まらせるようにする。熊谷修学旅行では、

自由行動班を結成し、児童が自ら見学計画を構成する活動を通して、児童の主体的な学習ができるようにする。

また、単元の最後に熊谷修学旅行のまとめを行い、実際に見学してきて感じたことや新たに発見したことを伝

える活動から、ふるさとの良さを発信する力を身に付けるようにしていきたい。 

４ 単元計画 15 時間扱い 

  １時間目 熊谷には、どんな歴史ある建物や誇れる場所があるだろうか。 

  ２時間目 熊谷にある建物や場所について調べよう。① 

  ３時間目 熊谷にある建物や場所について調べよう。② 

  ４時間目 熊谷を巡るマップを作ろう。 

     ～ 熊谷修学旅行（11/21） ～（6 時間扱い） 

 11 時間目 熊谷修学旅行の振り返り 

 12 時間目 熊谷修学旅行についてまとめよう。①（本時） 

  13 時間目 熊谷修学旅行についてまとめよう。② 

  14 時間目 熊谷修学旅行についてまとめよう。➂ 

 15 時間目 発表会をしよう。 

５ 本単元の活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行き先を決め、市内を班別に見学する。 

〔行き先の例〕 

・立正大学 ・熊谷市役所 ・地方裁判所 

・グライダー場 ・熊谷ラグビー場 

・航空自衛隊 熊谷基地 ・妻沼聖天山 

・イオン熊谷 ・ニシダ飴 ・たねに 

・堀内製菓 ・かんだ和彩 

熊谷修学旅行 

２～4時間目 

１時間目 



６ 本時のねらい 

・相手に伝わるようなまとめ方について理解することができる。【知識及び技能】 

 

７ 本時の展開 

学習活動 学習内容 〇指導上の留意点（配慮・手立て）◎評価 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

２ プレゼン資料を例示し、気づい

た点について自分の考えを書く。 

 

３ グループで話し合い、全体共有

する。 

 

 

 

 

４ 一人一人がパワーポイントに

まとめ始める。 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

 

 

６ 振り返りをする。 

 

 

 

 

 

・良い点 

・改善点 

 

・短い言葉でのまとめ 

・聞き手の印象に残る言葉 

・印象に残るための配色・フ

ォント 

 

 

・伝えたい言葉の強調 

・強調するための工夫 

（色・図形・アニメーション） 

 

 

 

 

 

〇前時での振り返りから、熊谷修学旅行

で見学してきたり、学んできたりして

きたことについて想起するようにす

る。 

〇プレゼン資料の例示を見ながら、良い

点と改善点を見つけるようにする。 

 

〇良いところや改善すべきところの理由

を説明できるようにする。 

〇より良いプレゼン資料にするためには

どうしたらよいか考えることで、良い

プレゼン資料に必要なことに気付くよ

うにする。 

〇グループで学習したことをもとに、自

身のパワーポイントづくりを進める。 

〇学んだことを意識して作成している児

童を称賛するようにする。 

◎相手に伝わるようなまとめ方について

理解することができる。 

【知・技】（パワーポイント・発言） 

 

 

〇どんな工夫をしてまとめていけばよい

か学んだことを振り返り、次時へ活か

すようにする。 

 

8 事後指導 

 ・一人一人がパワーポイントを作成し、クラスメイトや家族や下級生に発信する。 

 

 

熊谷の良さを相手にわかりやすく伝えるためには、どう

したらよいだろうか。 

相手の印象に残すためには、自分の伝えたい言葉を強調するとよい。 

昨年度の様子 


